
【熱中症検討会】
職場における熱中症対策義務化への対応

トヨタ自動車株式会社
担当課⾧ 浅野朝郎
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当社の概要
◆所在地 :愛知県豊田市トヨタ町 １
◆創立 :1937年(昭和12年)8月28日 
◆資本金 :6,354億円 (2024年3月現在) 
◆生産拠点 :国内11工場，海外53工場 
◆従業員数 :70,224人(単独 2024年3月現在) 

(連結 380,793人 ) 
◆事業内容 :自動車の生産･販売 等
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■トップの健康宣言

※2024年1月安全伝承に向けたコメント
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わたしたちは、幸せを量産する。

■MISSION

トヨタの最大の財産はやはり「人」です

トヨタで働く一人ひとりの幸せや、
550万人の幸せがあってこその「幸せの量産」

これからも一人ひとりが「クルマづくり」に関わることで、
楽しさ・幸せを感じてほしい

社⾧佐藤恒治 （2023年労使協議会）
4



熱中症撲滅への取組み

デジタルツール活用

【WBGT指標の活用】‘92(組立は‘95)より工場主導

1980年代 1990年
代

2000年代 2010年代

着衣考慮

WBGT28℃未満対策

ライン空調化

組立工程WBGT24℃未満対策

出前講話

現在

場

人

作
業

【基準】
気温40℃

★スポット空調⇒ラインフロー空調

熱中症未然防止マニュアル活用

【設備対策】

輻射熱50℃対策 ’01より工場主導

体調チェックシートの活用

暑熱対策アイテム…

基準見直し、ｵｰﾊﾞｰ箇所対策
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熱中症に対する『現在』と『これから』

23「WBGTのリスク高エリア」Step1

Step2

Step3

2023/10 12 2024/7 10 

リスク「 WBGTのリスク中エリア」、困りごとへの対応

個人を冷やす手段の充実

・建屋冷却強化 ・工程,休憩ｽﾍﾟｰｽの空調

24定期測定を
踏まえた対応

2025～
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熱中症対策
1:1次予防（未然防止）
• 1-1:熱中症に対する知識の獲得と強化
• 1-2:働きやすい環境の整備（熱源、太陽、空調、休憩場所等)
• 1-3:飲水しやすい環境の整備（場所、時間、ライン内水筒置場、あめ等）

• 1-4:健康管理の充実（日々の体調確認、就業配慮等)
• 1-5:個を冷やす手段の充実
2:2次予防（早期発見・早期対応）
・2-1:救急隊到着まで
・2-2:すばやく搬送するには(到着番地、Dr/Nsバック)
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1:1次予防（未然防止）
1-1:熱中症に対する知識の獲得と強化(マニュアル)



▼熱中症マニュアル＜STOP！熱中症＞更新

＜手順＞

1-1:熱中症に対する知識の獲得と強化
2025/04 法改正対応（マニュアル更新）

＜体調指導＞＜早期発見＞



・組⾧以外でアラート情報が必要な方のメールリスト作成（事務局）
※各事業場独自の取り組みとの錯綜などの理由で、組⾧へのアラート情報が不要の事業場に
ついては別途連絡ください。

熱中症警戒アラートとは、環境省・気象庁が提供する、極めて高い暑熱環境が予測される際に、
暑さへの「気づき」を呼びかけ、熱中症予防行動を効果的に促すための情報。

【熱中症警報:T-wave】
気温35℃以上と予測される
前週金曜日17:00までに発信

発表時の予防行動 「熱中症予防行動」とは
１．暑さを避けましょう
２．適宣マスクを外す
３．こまめな水分補給
４．日頃から健康管理
５．暑さに備えた体作り

【熱中症警戒アラート:メール】
WBGT33℃以上と予測される
当日8:00頃発信

安健部 全部⾧

アラートを有効に活用し、熱中症予防をお願いします

想い:職場へタイムリーに展開、作業者に近い組⾧へ発信し
職場の面倒見強化に繋げたい（部⾧はCCで展開）

関係者全組⾧24年～

１．気温・湿度・暑さ指数（WBGT）を確認
２．熱中症リスクの高い方に声かけ
３．「熱中症予防行動」を普段以上に実践

▼熱中症警戒アラート ※安健部から全組⾧（CC:全部⾧）＋関係者への啓発メール
1-1:熱中症に対する知識の獲得と強化：熱中症警戒アラート



【問題なし】
普段通りに水分を取りましょう。

【問題なし】
問題ありませんが、コップ1杯程度の水分補給をしましょう。

【軽度の脱水症状が認められます】
1時間以内に250mlの水分補給しましょう。
屋外にいる場合や汗をかいている場合は、500mlの水分補給をしましょう。

【脱水症状が認められます】
今すぐに250mlの水分補給しましょう。
屋外にいる場合や汗をかいている場合は、500mlの水分補給をしましょう。

【危険な状態です】
今すぐに1000mlの水分補給しましょう。
この色より濃い場合や赤／茶色が混じっている場合はすぐに病院受診しましょう。

出展:厚生労働省ホームページ「尿の色で脱水症状をチェック」

脱水レベルを尿の色によって判定し、注意喚起しましょう。

※内容は昨年と変更ないため、継続で掲示している場合はそのまま使用ください。

▼尿カラーチャートの枚数確認・掲示（任意）

1-1:熱中症に対する知識の獲得と強化：尿カラーチャート



1-1:熱中症に対する知識の獲得と強化

社内講演会

Web配信動画

ポスター
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熱源を撤去、減少、代替、
• 炉・油圧ポンプ等の廃止、断熱、省力電動モーター化
• 常時運転から間欠化運転へ、容量の最適化、
• (熱源)機械類の排除、運転時間の短縮、

1-2:働きやすい環境の整備
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間欠運転断熱
動力を使わない搬送



1-2:働きやすい環境の整備
熱源を撤去、減少、代替、
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1-2:働きやすい環境の整備
油圧ユニットの間欠運転化



1-2:働きやすい環境の整備（空調、休憩場所等)
空調設備の整備

スポット空調の設置・増設 作業ゾーンでの空調整備
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現状 ・ワークセット位置だけ空調が当たるスポット空調

トライ内容 ・空調のラインフロー化（風の流れを統一）
・空調機の増設（6m間隔⇒4m間隔） 工程全体を涼しく

ロボット ロボット ロボット

6m間隔

JF JF

空調機 空調機空調機 空調機

JF

4m間隔

風の流れ

空調機空調機 空調機 空調機 空調機空調機
ラインフロー空調

1-2:働きやすい環境の整備（空調、休憩場所等)
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全体換気
ジャンボファンによる風の流れを作る

設備
ライン

設備
ライン

シャッター

ジャンボファン

1-2:働きやすい環境の整備（空調、休憩場所等)
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1:熱源の遮熱・冷却

2:自動化

1-2:働きやすい環境の整備（空調、休憩場所等)



1-2:働きやすい環境の整備（空調、休憩場所等)

遮熱フィルム（全鋸屋根工場 腰窓）

太陽光による入熱を遮断

未施工エリア 施工エリア

施工済

未施工

屋外

屋内
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遮熱塗料を屋根に塗ることで，太陽によって温められた屋根の熱を遮断する

遮熱塗料

1-2:働きやすい環境の整備（太陽光の断熱)
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1-2:働きやすい環境の整備（太陽光の断熱)

上屋の整備
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屋外や空調がない場所を走行する車輌への空調設置

空調が設置されて
いない社内産業車輌

1-2:働きやすい環境の整備（空調等)
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仕事場近くで、簡単に、気軽に飲水できるよう環境を整備

冷蔵庫 冷蔵機能付き
クーラーボックス

1-3:飲水しやすい環境の整備（場所、ライン内に水筒置場、時間等）
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水筒置き場
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1-3:飲水しやすい環境の整備（場所、塩飴提供、時間等）



1-4:健康管理の充実（日々の体調確認、就業配慮等)

オッズ比（p値)通院疾患

0.6 (p=0.273)高血圧

0.8 (p=0.832)高脂血症

1.1 (p=0.522)糖尿病

2.6 (p=0.116)腎疾患

3.7 (p=0.106)睡眠時無呼吸

1.2 (p=0.556)癌

2.1 (p=0.106)皮膚疾患

生活習慣病を含めた表記の疾患有無での熱中症発生に差を認めない

2021-22年通院疾患と熱中症発生リスク
P<0.05を有意な差
があると見る

「確実な定期健診実施」「適切な事後措置」「日々の体調確認」等
が寄与したと考えられる

理由

有意差なし
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WBGTモニター・看板
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1-4:健康管理の充実
（日々の現場状況)



1-4:健康管理の充実（日々の体調確認、就業配慮等)
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1-4:健康管理の充実（日々の体調確認、就業配慮等)
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1-5:個人を冷やす手段の充実
〇冷却機能付き空調服の導入
〇ドライアイスジャケットの導入
〇社内自動販売機での飲料購入費用補助
〇アイススラリーの使用 等
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アイススラリーの使用

A事業所 B事業所
鋳造、エンジン組立 etc 車輌製造、組立 etc

1-5:個人を冷やす手段の充実
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2-０:すばやく搬送するには(応急処置フロー)
２:2次予防(早期発見、早期対応)
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2-０:すばやく搬送するには(応急処置フロー)
２:2次予防(早期発見、早期対応)

帰宅後の連絡が大切

【寮生】
寮務員による声掛
け、見回り、
急変時の対応と連
絡方法。

【近親者】
病状のご説明と近
くの医療機関の確
認。搬送・報告の
お願い。

【おひとり】
職場上司による定
時確認と万が一の
対応準備。 33



2-０:すばやく搬送するには(「お客様カード」を利用予定案)
２:2次予防(早期発見、早期対応)

構内入場者様への
アナウンスも大切
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入場門での確実
な配布



２:2次予防(早期発見、早期対応)
2-1:救急隊到着まで
工場マップ、救急車停車場所
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２:2次予防(早期発見、早期対応)
2-1:救急隊到着まで
2-2:すばやく搬送するには(Dr/Nsバック)
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２:2次予防(早期発見、早期対応)
2-1:各職場でのフロー図が大切




